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（1）　外国人労働者問題と日本の産業構造調整

外
国
人
労
働
者
間
題
研
究
の
進
展
を
阻
ん
で

い
る
も
の

　
外
国
人
労
働
者
の
問
題
、
と
り
わ
け
「
不
法
就
労
」
の
問
魑
が

盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
始
め
た
の
は
、
男
性
の
不
法
就
労
者
の
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

発
件
数
が
激
増
し
始
め
た
一
九
八
六
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
当
初
は

セ
ン
セ
ー
シ
目
ナ
ル
な
内
容
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
が
主
流
で
あ
っ

た
が
、
現
在
ま
で
に
、
外
国
人
労
働
者
の
問
題
を
論
じ
た
記
事
や

論
稿
が
新
聞
・
週
刊
誌
・
月
刊
誌
・
学
術
誌
に
数
多
く
登
場
し
、

外
国
人
労
働
者
問
題
研
究
の
水
準
が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
空
白
状
態
で
あ
っ
た
外
国
人
労
働
者

問
題
に
関
す
る
研
究
領
域
に
突
然
多
く
の
論
者
が
参
入
し
、
ま
さ

に
「
沸
き
返
る
」
状
況
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。

　
こ
の
数
年
間
の
外
国
人
労
働
者
問
題
に
関
す
る
論
議
や
取
り
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

み
は
、
概
ね
三
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第

一
期
は
、
一
九
八
六
年
ま
で
の
時
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
め
特
徴

は
、
外
国
人
労
働
者
が
国
内
で
「
不
法
」
に
就
労
し
て
い
る
こ
と

が
マ
ス
コ
、
ミ
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
就
労
実
態
の
一
部
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
第
一
期
に
は
、
行

政
サ
イ
ド
の
対
応
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
本
格
的
な
議
論
が
開
始
さ
れ
る
の
は
一
九
八
七
年
に
入
っ
て
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
第
二
期
に
は
、
「
単
純
労
働
」
に
従
事
す
る
外

国
人
労
働
者
に
対
し
て
門
戸
を
開
放
す
る
か
否
か
の
「
鎖
国
・
開

国
」
論
争
に
多
く
の
論
者
が
参
加
し
、
論
争
点
も
多
岐
に
及
ん
だ
。
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こ
の
諭
争
に
参
加
し
た
当
事
者
の
主
張
の
背
景
に
は
、
「
日
本
の

国
際
化
」
を
い
か
に
達
成
す
る
か
と
い
う
論
点
が
存
在
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
に
、
論
争
の
当
事
者
が
自
己
の
思
想
・
信
条
を
ぷ
つ
け

あ
う
ケ
ー
ス
が
し
ぱ
し
ぱ
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
第
二
期
に

は
中
央
省
庁
で
も
各
種
の
研
究
会
を
組
織
し
て
、
外
国
人
労
働
者

間
魑
に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
た
。

　
一
九
八
九
年
に
な
る
と
、
外
国
人
労
働
者
問
題
は
第
三
期
に
入

る
。
こ
の
期
の
特
徴
は
、
不
法
就
労
に
関
す
る
議
論
が
深
め
ら
れ

る
と
共
に
、
外
国
人
労
働
者
を
単
に
「
労
働
者
」
と
し
て
だ
け
で

な
く
「
生
活
者
」
と
し
て
い
か
に
遇
す
る
か
と
い
う
問
題
に
自
治
・

体
は
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
適
法
」
、

「
不
法
」
と
は
無
関
係
に
、
既
に
国
内
で
労
働
し
生
活
し
て
い
る

外
国
人
を
前
提
と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
が
模
索
さ
れ
、

外
国
人
労
働
者
問
魑
が
地
域
社
会
の
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ

　
　
　
＾
3
〕

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
外
国
人
労
働
者
の
人
権
保
謹
に
関
す
る
取

り
組
み
に
も
前
進
が
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
経
済
の
好
況
に

よ
る
労
働
カ
不
足
を
反
映
し
て
、
「
単
純
労
働
者
」
へ
の
門
戸
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

放
を
求
め
る
声
が
強
く
な
っ
て
き
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
外
国
人
労
働
者
問
題
は
現
実
が
先
行
し
、
問

題
が
発
生
し
、
そ
れ
を
追
随
す
る
形
で
対
応
策
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
関
連
す
る
問
燭
領
域
が
圭
す
ま
す
拡
大
し
続
け
て
い

る
。
従
っ
て
、
こ
の
問
題
の
解
明
に
は
、
行
政
担
当
者
や
広
範
囲

の
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
研
究
者
を
動
員
し
て
、
多
角
的
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
、
な
お
い
く
つ
か
の
障
害
を
克
服
し
て
ゆ
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
主
要
な
障
害
と
し
て
以
下
の
三
点
が
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
の
障
害
は
、
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
基
礎
的
な
デ
ー
タ

が
決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
不
法
就
労
を
含
め
た

外
国
人
労
働
者
の
人
数
、
彼
ら
の
出
身
国
別
分
布
、
年
齢
分
布
、

日
本
で
の
滞
在
期
間
、
国
内
の
居
住
地
域
、
就
労
し
て
い
る
職
種
、

就
労
条
件
、
な
ど
外
国
人
労
働
者
の
全
体
像
を
把
握
す
る
糸
口
と

な
る
基
礎
的
デ
ー
タ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
部
分
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
分
析

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
デ
ー
タ
を
外
国
人
労
働
者
の
全
体
像

の
中
で
相
対
化
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。
従
っ
て
、

限
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
外
国
人
労
働
者
問
題
が
論
じ
ら
れ
、

極
端
に
言
え
ぱ
、
論
者
に
都
合
の
よ
い
論
述
を
展
開
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
て
き
た
。
し
ぱ
し
ぱ
、
外
国
人
労
働
者
は
「
き
た
な
い
、

き
つ
い
、
危
険
な
」
仕
事
に
「
低
賃
金
」
で
働
か
さ
れ
て
い
る
、

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
既
に
指
摘
し
た
如
く
、
外
国
人

労
働
者
が
就
業
し
て
い
る
職
種
、
人
数
、
労
働
条
件
、
賃
金
な
ど

1姻



（3）外国人労働者問題と日本の産業構造調整

が
全
体
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の

外
国
人
労
働
者
間
題
の
分
析
は
厳
密
さ
・
客
観
性
を
欠
く
こ
と
と

　
＾
5
）
，
な
る
。
デ
i
タ
の
不
足
状
態
を
早
急
に
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
我
々
の
墾
言
は
本
稿
の
結
論
部
分
で
行
う
。

　
第
二
の
陣
害
は
、
こ
の
間
題
の
カ
バ
ー
す
る
学
問
領
域
が
広
範

囲
に
及
び
、
論
点
が
拡
散
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
一

　
の
問
題
を
扱
う
論
者
で
も
各
々
の
学
間
的
バ
ヅ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

異
な
り
、
共
通
の
土
俵
の
上
で
議
論
が
な
か
な
か
な
さ
れ
な
い
、

と
い
う
実
状
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
は
、
論
者
の
信
念
や

限
ら
れ
た
見
聞
に
基
づ
い
た
論
述
が
散
見
さ
れ
、
研
究
水
準
が
漕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

実
に
向
上
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
状
態
に
あ
る
。
し

　
か
も
、
日
本
に
お
い
て
は
、
外
国
人
労
働
者
間
題
の
研
究
が
こ
れ

　
ま
で
ほ
ぽ
空
白
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
混
乱
状
態
に
拍
車
を
か

　
け
て
い
る
。
第
一
の
陣
害
で
あ
る
デ
ー
タ
不
足
が
改
善
さ
れ
る
過

　
程
で
、
議
論
す
べ
き
対
象
が
明
確
に
な
っ
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ

　
る
。

　
　
第
三
の
障
害
は
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
論
議
が
、
欧
米

　
諸
国
の
歴
史
的
経
験
と
日
本
の
将
来
と
を
重
ね
て
考
察
し
て
い
る

　
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
外
国
人
労
働
者
の
導
入
に
伴
っ
て
欧
米

　
諸
国
で
発
生
し
た
多
く
の
問
題
が
日
本
で
も
必
然
的
に
発
生
す
る

で
あ
ろ
う
、
一
般
的
に
は
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
日
本
に
在
住
し
て
い
る
外
国
人
労
働
者
の
数
は
、
欧
米
諸

国
の
外
国
人
労
働
者
数
と
比
較
す
る
な
ら
ば
，
こ
く
少
数
で
あ
り
、

し
か
も
、
す
で
に
指
摘
し
た
如
く
、
外
国
人
労
働
者
の
労
働
・
生

活
実
態
が
明
か
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
人
労
働
者
の
数

が
欧
米
諸
国
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
場
合
を
想
定
し
、
外
国
人
労
働

者
が
日
本
の
社
会
・
経
済
に
及
ぽ
す
影
響
の
予
測
を
行
い
、
そ
こ

か
ら
日
本
の
出
入
国
管
理
制
度
を
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
を

展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
議
論
の
遣
筋
は
、
あ
る
条
件
の
下
で
生
起
し
た
歴

史
的
事
象
を
、
異
な
る
条
件
を
も
つ
別
の
国
の
「
将
来
」
に
当
て

は
め
る
、
と
い
う
ミ
ス
を
犯
し
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

欧
米
諸
国
の
経
験
を
歴
史
的
、
社
会
的
、
経
済
的
に
分
析
す
る
と

共
に
、
日
本
と
欧
米
を
比
較
す
る
際
の
座
標
軸
に
関
す
る
検
討
を

厳
密
に
行
テ
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
本
稿
は
、
以
上
の
障
害
を
克
服
す
る
た
め
に
一
つ
の
ス
テ
ヅ
プ

と
し
て
、
外
国
人
労
働
者
問
題
の
研
究
領
域
に
、
日
本
経
済
の
構

造
転
換
、
地
域
経
済
構
造
の
変
化
と
い
う
視
点
を
導
入
し
て
、
不

法
就
労
の
外
国
人
労
働
者
が
発
生
す
る
背
景
を
論
じ
、
外
国
人
労
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働
者
雇
用
の
間
題
点
を
明
か
に
し
、
今
後
の
対
策
を
漢
索
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
呉
体
的
な
地
域
と
し
て
は
群
馬
県
の
太

田
・
大
泉
地
区
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

一
一
　
日
本
の
経
済
・
社
会
の
構
造
転
換

　
一
九
八
○
年
代
に
日
本
の
経
済
・
社
会
は
そ
の
構
造
を
大
き
く

転
換
し
始
め
た
。
こ
の
転
換
は
次
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
進
行
し
て

い
る
。
第
一
は
、
世
界
経
済
の
中
で
の
日
本
の
位
置
の
変
化
で
あ

り
、
第
二
は
、
国
内
の
、
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
化
で
あ
り
、
第
三
は
、

国
内
に
お
け
る
「
地
方
」
の
変
化
で
あ
る
。

　
ω
　
世
界
経
済
の
中
で
の
日
本
の
位
置
の
変
化

　
戦
後
日
本
の
経
済
発
展
は
世
界
の
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
る
が
、

現
在
に
至
る
約
一
〇
年
間
の
顕
著
な
変
化
は
、
日
本
が
「
経
済
大

国
」
と
な
り
、
世
界
経
済
全
体
の
中
で
日
本
の
位
置
が
変
化
し
た

こ
と
で
あ
る
。
日
本
を
「
経
済
大
国
」
へ
と
押
し
上
げ
た
原
動
カ

は
製
造
業
の
国
際
競
争
カ
で
あ
っ
た
。
日
本
は
外
国
か
ら
技
術
を

積
極
的
に
導
入
し
、
導
入
技
術
を
改
良
し
、
労
使
の
協
調
に
よ
っ

て
加
工
．
組
立
型
の
産
業
で
大
量
生
産
さ
れ
た
良
質
の
製
品
を
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
こ
と
が
「
貿
易
黒
字
」
を
累
積

的
に
拡
大
し
、
資
本
輸
出
を
活
発
化
さ
せ
、
日
本
を
世
界
の
債
権

国
に
押
し
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
・

こ
の
「
輸
出
依
存
」
の
経
済
運
営
は
、
世
界
の
各
国
と
の
貿
易
摩

擦
を
引
き
起
こ
し
、
対
外
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
に
は
、
「
内

需
主
導
型
」
の
経
済
運
営
に
転
換
す
る
こ
と
が
政
策
目
標
と
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
経
済
大
国
」
と
な
っ
た
日
本
は
、
世
界
経
済
の
中
で
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
っ
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

『
世
界
と
と
も
に
生
き
る
日
本
－
経
済
運
営
五
ヶ
年
計
画
1
』
は
、

我
が
国
の
経
済
社
会
が
解
決
す
べ
き
当
面
の
課
趨
と
し
て
、
次
の

三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
は
、
大
幅
な
対
外
不
均
衡
を
是
正
し
、

世
界
に
貢
献
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
、
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
多
様
な
国
民
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
第

三
に
は
、
産
業
構
造
調
整
を
円
滑
に
進
め
、
地
域
経
済
社
会
の
均

衡
あ
る
発
展
を
図
る
こ
と
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

課
題
は
、
「
内
需
主
導
型
経
済
構
造
」
へ
の
転
換
・
定
着
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

て
同
時
に
達
成
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
日
本
の
経
済
構
造
そ
の
も

の
を
意
図
的
に
変
革
す
る
こ
と
が
国
の
経
済
運
営
の
基
本
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
「
対
外
不
均
衡
の
是
正
」
お
よ
び
「
世
界
へ
の
貢
献
」
と
い
う

課
趨
を
本
稿
と
関
連
づ
け
る
な
ら
ぱ
、
発
展
途
上
国
と
の
「
南
北
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格
差
」
解
消
の
間
題
が
重
点
的
な
課
題
と
な
り
、
発
展
途
上
国
へ

の
技
術
移
転
を
通
し
て
い
か
に
「
南
北
格
差
」
解
消
に
貢
献
す
る

か
、
と
い
う
こ
と
が
緊
急
課
題
と
な
る
。

　
ω
　
国
内
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
化

　
先
進
工
業
国
の
「
工
業
化
」
の
成
熟
に
伴
い
、
経
済
の
シ
ス
テ

ム
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
民
の
所
得
水

準
が
上
昇
し
、
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
が
進
展
し
、
ま
た
、
国
民
の

価
値
観
が
多
様
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
か
ら
の
「
大
量
生

産
・
大
量
販
売
」
に
よ
る
方
式
だ
け
で
は
消
費
者
の
需
要
を
満
た

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
）

す
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
と
不
可
分
な
動
向
と
し
て
「
産
業
の
情
報

化
」
と
「
情
報
の
産
業
化
」
の
動
き
が
進
行
し
た
。
社
会
・
経
済

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
「
情
報
化
」
が
進
み
、
モ
ノ
よ
り
も
情
報
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

価
値
が
高
く
な
り
、
情
報
の
重
要
性
が
増
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な
動
向
は
、
事
業
環
境
を
変
化
さ
せ
、
従
来
の
生
産
方
式
、
即
ち
、

計
画
に
基
づ
く
「
生
産
者
主
導
」
の
生
産
形
態
が
後
退
し
、
「
顧

客
圭
導
」
の
生
産
方
式
へ
と
移
行
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

　
「
顧
客
主
導
」
の
生
産
方
式
と
は
、
顧
客
の
注
文
内
容
を
情
報

と
し
て
生
産
工
程
に
伝
達
し
、
生
産
工
程
で
は
そ
の
情
報
に
即
応

す
る
形
で
生
産
を
行
い
、
顧
客
の
二
i
ズ
を
満
た
す
方
式
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
生
産
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
企
業
の
活
動
領
域

全
体
、
即
ち
、
設
計
・
開
発
、
生
産
管
理
、
プ
ラ
ン
ト
オ
ペ
ラ
シ

目
ン
、
販
売
管
理
な
ど
の
領
域
を
統
合
す
る
よ
う
な
情
報
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
よ

っ
て
、
個
々
の
財
・
サ
ー
ピ
ス
に
体
現
さ
れ
る
情
報
の
量
は
飛
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
）

的
に
増
大
し
、
情
報
の
質
が
向
上
す
る
。
さ
ら
に
従
来
の
重
厚
長

大
型
・
低
付
加
価
値
型
の
産
業
の
多
く
は
、
先
端
技
術
分
野
や
高

付
加
価
値
化
を
志
向
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
産

業
」
や
「
商
品
」
の
境
界
が
明
確
で
は
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
〕

術
の
複
合
化
や
産
業
の
融
合
化
と
い
う
現
象
が
進
展
す
る
。
こ
の

よ
う
な
経
済
の
シ
ス
テ
ム
の
変
化
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
を
含
意

し
て
い
る
。
第
一
に
、
今
後
の
財
・
サ
ー
ピ
ス
に
主
と
し
て
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
、
い
か
に
多
く
の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
産
業
全
体
が
ハ
イ
テ
ク
化
し
、
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
4
〕

術
開
発
カ
が
何
よ
り
も
重
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
第
二
に
、
そ

の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
企
業
や
組
織
は
外
部
の

資
源
を
情
報
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
活
用
せ
ざ
る
を
得
ず
、
企

業
・
組
織
・
人
の
結
合
形
態
が
多
様
化
す
る
。
こ
の
点
は
次
に
述

べ
る
日
本
の
国
内
の
地
域
構
造
の
変
化
と
も
関
連
す
る
が
、
企

業
・
組
織
・
地
域
は
、
世
界
的
規
模
で
展
開
す
る
分
業
体
制
に
遠
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切
に
対
応
す
る
こ
と
が
要
講
さ
れ
る
。

　
㈹
　
国
内
の
地
域
経
済
構
造
の
変
化

　
現
在
進
行
し
て
い
る
地
域
構
造
の
変
化
を
考
え
る
場
合
、
従
■
来

か
ら
の
「
都
市
」
対
「
農
村
」
と
い
う
図
式
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を

な
さ
な
い
。
東
京
一
極
集
中
と
い
う
表
現
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い

る
如
く
、
「
東
京
圏
」
と
「
そ
れ
以
外
の
地
域
」
と
い
う
概
念
で

　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
〕

日
本
国
内
を
二
分
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
連
を
重
視
し
て
、

「
東
京
圏
」
「
地
方
圏
」
「
周
辺
諸
国
」
と
い
う
三
極
構
造
を
考
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
時
点
の
地
域
経
済
構
造
の
問
題
を
最
も
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
些

く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
第
一
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
工
業
立
地
動
向
の
変
化
で

あ
る
。
高
度
成
長
期
に
は
、
「
犬
都
市
に
お
け
る
工
場
の
立
地
規

制
、
地
方
へ
の
工
場
の
分
散
」
と
い
う
政
策
の
下
で
、
素
材
産
業

が
地
方
に
進
出
し
、
さ
ら
に
才
イ
ル
・
シ
目
ツ
ク
後
に
大
規
模
工

場
の
地
方
移
転
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
後
進
地
域

の
社
会
的
間
接
資
本
の
投
資
を
促
進
し
、
「
農
村
」
地
域
に
雇
用

の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得
の
地
域
間
樒
差
の
解
消

　
　
　
＾
〃
〕

に
役
だ
っ
た
。

　
他
方
、
大
規
模
工
場
の
地
方
移
転
に
伴
い
、
大
都
市
の
中
小
・

零
紬
企
業
は
、
一
方
で
は
製
品
開
発
型
企
業
や
専
門
加
工
企
業
へ

と
転
身
す
る
階
層
と
、
他
方
で
は
下
請
加
工
企
業
に
留
ま
る
階
層

に
両
極
分
解
し
、
前
者
に
属
す
る
中
小
企
業
は
国
民
経
済
的
に
も

国
際
経
済
的
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、

一
九
八
五
年
以
降
の
円
高
不
況
の
下
で
、
企
業
は
合
理
化
を
徹
底

す
る
と
共
に
、
大
企
業
が
企
業
内
分
業
・
地
域
間
分
業
を
徹
底
化

し
、
そ
の
管
理
中
枢
部
門
を
東
京
の
都
心
に
集
中
さ
せ
、
大
都
市

圏
内
の
大
規
模
工
場
を
量
産
型
の
工
場
か
ら
研
究
開
発
・
試
作
工

場
へ
と
特
化
さ
せ
て
い
っ
た
た
め
に
、
「
東
京
圏
」
は
研
究
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

機
能
の
一
大
集
積
地
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
量
産
型
工
場
は
「
地

方
圏
」
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
海
外
と
日
本
と
の
関
係
で
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

「
週
辺
国
」
の
工
業
化
が
開
始
さ
れ
、
先
進
国
の
直
接
投
資
な
ど

に
よ
っ
て
、
量
産
型
工
場
が
「
周
辺
国
」
に
立
地
し
、
日
本
の

「
地
方
圏
」
と
「
周
辺
国
」
と
が
量
産
型
工
場
の
立
地
を
巡
っ
て

誘
致
競
争
を
行
う
状
況
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
既
に
触
れ
た
如

く
、
日
本
の
今
後
の
重
要
な
政
策
課
題
は
、
日
本
の
産
業
構
造
を

高
度
化
し
、
対
外
不
均
衡
を
是
正
し
て
構
造
調
整
を
進
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
純
化
す
る
な
ら
ぱ
、
日
本
の

「
地
方
圏
」
の
量
産
型
工
場
を
「
周
辺
国
」
に
移
転
す
る
を
合
意

し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
三
極
構
造
の
出
現
は
「
地
方
圏
」
に
と
っ
て
き
わ

め
て
厳
し
い
現
実
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
「
成
熱
」
型
産
業
に

依
存
し
て
き
た
地
域
は
一
九
八
五
年
前
後
の
構
造
的
な
不
況
を
体

験
し
、
ま
た
、
量
産
型
工
場
が
立
地
し
て
い
る
地
域
で
は
、
そ
の

工
場
を
立
地
さ
せ
て
い
る
最
大
の
要
因
が
地
域
の
相
対
的
低
賃
金

や
工
場
用
地
・
工
場
用
水
の
確
保
の
し
易
さ
に
あ
る
場
合
に
は
、

地
域
の
人
材
を
含
め
た
資
源
が
地
域
内
で
循
環
せ
ず
、
良
質
な
雇

用
の
機
会
の
創
造
に
も
つ
な
が
ら
な
い
状
況
を
呈
す
る
に
至
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
全
国
に
波
及
し
て
い
る
好
況
は
、
以

上
の
よ
う
な
構
造
転
換
の
進
展
が
「
地
方
圏
」
に
お
い
て
顕
在
化

す
る
こ
と
を
抑
え
、
む
し
ろ
構
造
調
整
を
遅
ら
せ
る
役
割
を
果
し

て
い
る
。
そ
の
典
型
的
な
事
例
が
労
働
カ
不
足
で
あ
り
、
こ
の
不

足
部
分
を
補
充
す
る
形
で
の
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
で
あ
る
。

三

好
況
下
の
地
域
経
済
－
群
馬
県
太
田
・

大
泉
地
区
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
1

　
ω
　
群
馬
。
県
の
特
徴

　
群
馬
県
を
前
節
の
地
域
経
済
類
型
で
見
る
な
ら
ぱ
、
「
東
京
圏
」

の
外
縁
に
属
す
る
側
面
と
「
地
方
圏
」
に
属
す
る
側
面
と
の
双
方

の
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
首
都
東
京
か
ら
一
〇
〇
キ
ロ
圏
に
位
置

す
る
地
理
的
優
位
性
と
交
通
網
の
発
達
に
よ
っ
て
、
群
馬
県
は
首

都
東
京
の
周
辺
部
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
造
業
が
立
地
し
て
お

り
、
「
製
造
業
の
生
産
指
数
の
伸
ぴ
で
見
て
も
、
五
〇
1
五
五
年

が
全
国
一
位
、
五
五
－
六
〇
年
が
同
二
位
と
群
馬
県
の
伸
び
ぽ
著

　
＾
1
9
〕
し
い
。
」
そ
し
て
、
工
業
出
荷
額
に
占
め
る
機
械
工
業
の
比
率
が

増
大
し
、
県
内
工
業
の
成
長
を
牽
引
し
て
い
る
の
は
機
械
工
業
と

な
っ
て
い
る
。

　
群
馬
県
の
機
械
工
業
は
、
県
庁
所
在
地
で
あ
る
前
橋
市
と
県
東

南
部
の
太
田
市
を
中
心
に
集
積
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
沿
革
は
戦

前
の
軍
需
産
業
に
あ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
三
五
年
以
降
工
業
団
地

が
造
成
さ
れ
、
首
都
圏
か
ら
の
大
規
模
工
場
の
進
出
、
既
存
親
企

業
の
規
模
拡
大
、
下
請
企
業
の
立
地
な
ど
が
相
次
ぎ
、
機
械
工
業

の
集
積
が
進
展
し
た
。

　
距
離
的
・
時
間
的
に
東
京
圏
の
外
縁
に
属
す
る
メ
リ
ヅ
ト
を
最

大
隈
に
活
用
し
た
群
馬
県
の
工
業
集
積
で
は
あ
る
が
、
「
高
度
な

加
工
知
識
、
応
用
カ
や
設
計
、
製
図
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
独

自
の
ソ
フ
ト
技
術
」
を
持
つ
企
業
群
と
、
典
型
的
な
「
下
講
企
業

群
」
と
が
並
存
し
、
後
者
の
タ
イ
プ
の
企
業
群
は
「
地
方
圏
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

置
か
れ
て
い
る
状
況
と
類
似
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
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表1工場の新設・増設

年度区分工場数従業員数

58　新設

　　増設

59　新設

　　増設

60　新設

　　増設

61新設
　　増設

62　新設

　　増設

63　新設

　　増設

15

54

24

61

17

104

16

116

21

110

32

9卑

836

1825

1613

5837

1551

4334

463

4139

820

4245

1907

3045

業種別順位と件数

1位　　　2位　　　3位

電気機器

　12
電気機器

　29
一般機器

　20
金属

　24
一般機器

　25
金属

　23

輸送機器

　11
、輸送機器

　14
電気機器

　19

一般機器

　10
金属

　11
輸送機器

　18

　　　　最12〕
　　　　近
　　　　の　立
　4位　工地
　　　　場の
金属　　立動
　　　　地　向
　　8　　　　の
一般機器動
　　9　　向

　　　　を金属

　　　　「　16　　工
輸送機器一般機器木材家具場

　23
金属

　22
食料品

　22

　20
輸送機器

　20
木材家具

　11

　　　　の
　13　　　　新
食料品　設
　12　　　’
プラステ増
イヅク　設
　11　　　」

（群馬県商工労働部繊維工鉱課　調べ〕
の

件
数

凌　　　で
ぐ　こ　の　地

調送以器
な機上L

し従増
て業設表2工場立地の累計（57－62年度）

箪妻葦婁萎筆1奮素曇竈地1新設増設計
もら見工続心て　と場行前橘伊勢崎　21　129　150　　　　　　　　　　　　　が
最’る場けにい主しのわ桐生　　4　60　64

　　はに五あでの加器つは吾妻　　2　8　10
増’な七るあ景工Lて毎その他　　O　1　1
撃駕令震ソ駕笠轟嘉雲（猟需県「昭和、、年慶工棄開発施策の推遮壮ミ

驚衰真ふ義葦嚢ξ§揚1ニニらでも別お

に崎　　　体機場rい人のお八れ表あのによ
行地　年　で器が一る前新い年る1るが示び
わ区度は’六般。後設て以如に。表し業
れを　ま　順輸割機その・工降く見　1た種
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て
き
た
地
域
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
太
困
地
区
に
は
、
広
範
囲
な
下
請
企
業
群
が
存
在
し
、
基
礎
加

工
技
術
の
伝
統
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
機
械
工
業
の
立
地

を
促
進
し
て
き
た
。
太
田
公
共
職
業
安
定
所
の
「
業
務
概
況
　
昭

和
六
三
年
度
」
は
、
「
昭
和
三
五
年
、
首
都
圏
市
街
地
開
発
地
域

に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
東
西
二
つ
の
工
業
団
地
を
は
じ
め
と
す
る

工
業
生
産
基
盤
整
備
が
急
ビ
ッ
チ
で
進
み
、
自
動
車
産
業
を
筆
頭

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
機
械
・
金
属
、
電
気
機
器
、
ゴ
ム
エ
業
等
の

企
業
が
進
出
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
管
内
に
お
け
る
昭
和
六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
別
〕

年
の
製
造
品
出
荷
額
は
、
…
…
県
下
第
一
位
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
　
　
　
　
．

　
㈹
　
太
田
・
大
泉
地
区
で
の
外
国
人
労
働
者
の
出
現

　
『
上
毛
新
聞
』
は
一
九
八
九
年
八
月
二
七
日
か
ら
九
月
六
日
ま

で
の
期
間
に
、
「
隣
で
働
く
外
国
人
－
国
際
化
時
代
　
太
田
・
大

泉
で
I
」
と
い
う
九
回
連
載
の
特
集
を
組
ん
だ
。
こ
の
特
集
記
事

の
中
で
、
外
国
人
労
働
者
の
不
法
就
労
が
発
生
す
る
背
景
を
、
①

東
毛
地
区
へ
の
工
場
進
出
が
目
覚
し
く
、
中
小
企
業
の
間
で
労
働

者
の
奪
い
合
い
が
起
き
て
い
る
こ
と
、
②
一
九
八
八
年
秋
か
ら
の

好
況
に
よ
る
受
注
の
大
幅
増
に
対
処
す
る
た
め
、
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
八
八
年
か
ら
太
田
市
や
大
泉
町
で
ア
ジ
ァ
か
ら
の

「
労
働
者
」
が
目
立
ち
始
め
、
こ
の
地
区
の
不
法
就
労
の
外
国
人

は
約
五
、
○
O
O
人
と
い
わ
れ
て
い
る
、
と
記
し
て
い
る
。
こ
の

表3　求人倍率の推移

群　　馬　　県

年度　新規求人倍率

58　　　　　1．62

59　　　　1．76

60　　　　1．48

61　　　　1．34

62　　　　1．74

63　　　　2．72

元年

4月　　　　2，13

5月　　　　3，00

6月　　　　3．ア6

有効求人倍率

1，15

1，28

1，21

1，03

1，26

1．91

2，09

2．工0

2．18

全　　　　国

新規求人倍率

0，92

0，97

0，95

0，91

1，20

1．63

1，43

1，56

2．03

有効求人倍率

O．61

0，66

0，67

0，62

0，76

1．08

1，17

1，14

1．20

（群馬県商工労働部『労働市揚月靭，1989年7月，pp．アー8）
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表4地域別の求人倍率

　　　（平成元年6月）

有効新規地域

2．18

］．94

］、ア6

］．卑9

1，51

2，85

2．5ア

3，83

2，27

2，49

1，93

1，99

2一．25

3，76

3，15

3，08

3，16

2，74

5，11

3，99

8，27

2，27

4，07

3，87

3，50

3．31

計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条

県
　
　
刊
　
崎
　
　
　
　
　
之

鵜
搬
調
岐
馳
艘
畑
鮒
醐
鯛
醐
洲
仲
（太田公共職案安定所　鯛ぺ〕

外
国
人
労
働
者
の
出
現
の
根
拠
に
関
し
て
、
既
存
の
統
計
か
．
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
見
よ
う
。

　
群
馬
県
の
雇
用
情
勢
を
求
人
倍
率
の
推
移
に
よ
っ
て
示
し
た
も

の
が
表
3
で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
群
馬
県
の
求
人
倍
率
は
全
国
平
均
に
比
し

て
極
め
て
高
く
、
六
二
年
度
か
ら
需
給
が
逼
迫
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
さ
ら
に
、
本
年
六
月
に
つ
い
て
地
域
別
の
求
人
倍
率
を

見
る
と
表
4
の
よ
う
に
な
る
。

　
上
の
表
か
ら
、
県
の
東
部
の
伊
勢
崎
、
太
田
、
館
林
、
な
ど
の

地
区
に
お
い
て
、
労
働
カ
不
足
の
状
態
が
特
に
厳
し
い
こ
と
が
わ

か
る
。太

田
公
共
職
業
安
定
所
管
内
の
事
業
所
を
産
業
別
・
規
模
別
に

　泰5産業別・規模別分布

産業別分布

従業員事業所産業

　Cl．2

55．O

糾．8

100．O

　0，3

32，3

67．4

100．O

第1次産業
第2次産業
第3次産業
　合計

規模別分布

従業員事業所規模

32，8

39，0

19．6

　8．6

100．O

85，5

13．8

l-9 
l 0-9 9 

100-999 

1000-
A*~f 

7O
O0

ユOO．O

（太田公共職莱安定所「案務概況

　度」，P．3）

昭和‘13年

見
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
昭
和
六
三
年
度
の
太
田
職
安
管
内
の
新
規
求
人
の
全
数
は
、
一

七
四
二
一
人
で
あ
り
、
こ
の
全
求
人
数
の
五
六
・
九
％
が
製
造
業

の
事
業
所
か
ら
発
生
し
、
事
業
所
の
規
模
別
に
見
る
と
、
全
求
人

数
の
五
丁
九
％
が
三
〇
人
未
満
規
模
の
事
業
所
、
二
一
・
○
％
が

三
〇
1
九
九
人
規
模
の
事
業
所
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
管
内
の

充
足
数
は
合
計
で
三
二
二
四
人
に
過
ぎ
ず
、
か
な
り
深
刻
な
労
働

カ
不
足
状
態
を
呈
し
て
い
る
。

　
問
題
は
、
以
上
の
よ
う
な
旺
盛
な
立
地
が
「
東
京
圏
」
の
中
核

的
機
能
で
あ
る
「
研
究
開
発
」
お
よ
ぴ
「
試
作
」
と
関
連
す
る
こ

と
が
少
な
く
、
「
東
京
圏
」
で
完
成
さ
せ
た
製
品
の
「
加
工
・
組
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（11）外国人労働者問題と日本の産業構造調整

立
」
部
門
を
分
担
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
群
馬
県
の
中
で
も
特

に
太
田
・
館
林
地
区
の
労
働
需
給
の
厳
し
さ
は
、
表
面
的
に
は
こ

の
地
域
の
活
況
の
指
標
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
労
働
カ
不
足
の
対

応
と
し
て
不
法
就
労
の
外
国
人
労
働
者
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
状
況
は
、
産
業
構
造
の
調
整
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
早
急
に
対
策
を
構
ず
る
必
要
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
は
、
「
中
小
企
業
が

生
き
残
る
た
め
に
避
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
考
え
が
既
に
定
着
し

つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
支
配
的
に
な
る
こ
と
の
背
景

は
単
純
で
は
な
い
。
ま
ず
第
一
に
、
求
人
が
充
足
さ
れ
な
い
要
因

と
し
て
、
労
働
の
質
に
関
す
る
ミ
ス
マ
ヅ
チ
が
考
え
ら
れ
る
。
求

人
側
で
低
技
術
・
低
コ
ス
ト
を
求
め
て
い
る
隈
り
、
日
本
人
労
働

者
の
充
足
は
困
難
で
あ
ろ
う
し
、
企
業
が
将
来
ビ
ジ
目
ン
を
持
た

な
い
状
態
で
は
、
従
業
貝
は
安
心
し
て
そ
の
企
業
で
働
く
こ
と
が

で
き
ず
、
そ
の
こ
と
が
求
人
難
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
第
二
に
、

よ
り
広
い
観
点
に
立
て
ぱ
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
良
質
の
労
働
需

要
が
東
京
圏
に
集
申
し
、
相
対
的
に
低
級
の
労
働
を
地
方
圏
に
分

担
さ
せ
る
企
業
内
分
業
体
制
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
が
、
地
方
圏

の
求
職
者
は
、
相
対
的
に
低
級
の
労
働
を
嫌
い
、
良
質
な
労
働
を

求
め
て
い
る
。
工
業
化
社
会
が
成
熟
す
る
過
程
で
は
必
然
的
に
生

ず
る
現
象
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
産
業
構
造
の
調
整
と
は
、
日
本
の

労
働
カ
の
質
を
高
め
、
相
対
的
に
低
級
な
労
働
を
国
内
か
ら
な
く

し
て
行
く
方
向
に
進
む
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
観
点
に
立
て
ぱ
、
こ
の
地
域
の
産
業
活
動
の
今
後
の
方
向

は
、
相
対
的
に
低
級
な
労
働
を
極
カ
縮
小
さ
せ
、
事
業
内
容
を
ハ

イ
テ
ク
．
ハ
イ
セ
ン
ス
に
傾
斜
さ
せ
、
従
業
員
の
教
育
訓
練
に
よ

っ
て
労
働
カ
の
質
を
高
め
る
こ
と
で
あ
り
、
外
国
人
労
働
者
に
依

存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
、
太
田
・
大
泉
地
区
に
外
国
人
労
働
者
が

多
数
働
い
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
そ
し
て
、
言
語
の
違
う
ア
ジ
ア

人
が
、
同
じ
空
気
を
吸
い
、
同
じ
町
に
住
む
と
い
う
こ
れ
ま
で
体

経
し
た
こ
と
の
な
い
社
会
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
市
町
村
の
レ
ベ

ル
で
は
、
外
国
人
労
働
者
の
「
労
働
者
」
と
し
て
の
側
面
と
「
生

活
者
」
と
し
て
の
側
面
の
両
面
に
わ
た
っ
て
対
応
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
極
め
て
限
定
さ
れ
た
地
域
の
中
で
す
ら
、
外

国
人
労
働
者
に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
て
お
り
、
不
明
な
点
が
あ

ま
り
に
も
多
い
。
ま
ず
第
一
に
、
誰
も
外
国
人
労
働
者
の
数
す
ら

把
握
し
て
い
な
い
。
第
二
に
、
外
国
人
労
働
者
の
労
働
実
態
や
賃

金
に
つ
い
て
も
統
計
が
取
ら
れ
て
い
な
い
。
第
三
に
、
外
国
人
労
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働
者
の
リ
ク
ル
ー
ト
の
経
路
に
つ
い
て
は
不
明
の
点
が
多
い
。
第

四
に
、
外
国
人
労
働
者
の
「
生
活
」
に
つ
い
て
は
そ
の
金
貌
が
浮

か
ぴ
上
が
っ
て
い
な
い
。

四
　
結
語

　
本
稿
の
冒
頭
に
指
摘
し
た
デ
ー
タ
不
足
は
、
多
く
の
外
国
人
労

働
者
が
「
生
活
」
し
て
い
る
地
域
で
も
見
ら
れ
、
こ
の
デ
ー
タ
不

足
の
改
善
が
強
く
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
外
国
人
労
働
者
問

題
に
本
格
的
に
取
り
組
む
上
で
は
、
何
よ
り
も
基
礎
デ
ー
タ
を
整

え
る
必
要
が
あ
り
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
議
論
を
行
う
必
要
が
あ

ろ
う
。
不
法
就
労
の
必
然
論
す
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
現
段
階
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
活
用
し
て
、
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
デ
ー
タ

の
収
集
・
整
備
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
デ
ー
タ
不
足
の
状
態
は
容
易
に
は
改

善
さ
れ
な
い
。
最
大
の
障
害
は
、
「
出
入
国
管
理
法
」
に
規
定
さ

れ
て
い
る
通
報
義
務
に
あ
る
。
例
え
ぱ
、
一
九
八
九
年
七
月
二
五

日
付
け
の
労
働
省
職
業
安
定
局
長
発
各
都
道
府
県
知
事
あ
て
の

「
職
業
安
定
行
政
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
問
題
へ
の
対
応
に
つ

い
て
（
通
達
要
旨
）
」
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
「
不
法
就

労
そ
の
も
の
は
、
入
管
法
違
反
で
あ
り
、
出
入
国
管
理
行
政
機
関

に
お
い
て
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
：
：
：
不
法
就
労
の
防
止

に
努
め
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
に
不
法
就
労
で
あ
る
状
態
に
有
効

に
対
処
す
る
た
め
、
外
国
人
の
就
労
実
態
の
把
握
に
努
め
、
そ
の

状
況
に
応
じ
、
婁
業
主
か
ら
の
報
告
の
徴
収
、
必
要
な
指
導
及
び

出
入
国
管
理
行
政
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
と
す
る
L
。

　
こ
の
通
達
が
効
カ
を
発
揮
す
る
隈
り
、
都
遣
府
県
で
の
不
法
就

労
に
関
す
る
実
態
把
握
は
ほ
ぼ
絶
望
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
外

国
人
労
働
者
を
不
法
就
労
さ
せ
て
い
る
事
業
主
は
、
現
行
の
出
入

国
管
理
法
の
下
で
は
「
不
法
就
労
」
で
あ
る
こ
と
を
充
分
に
認
識

し
て
お
り
、
出
入
国
管
理
行
政
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
可
能

性
の
あ
る
事
情
聴
取
や
調
査
に
協
カ
す
る
は
ず
が
な
い
。
従
っ
て
、

外
国
人
労
働
省
の
労
働
実
態
を
本
来
的
に
は
把
握
す
べ
き
立
場
に

あ
る
労
働
者
に
は
デ
ー
タ
が
集
ま
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

何
ら
か
の
手
段
・
工
夫
に
よ
っ
て
外
国
人
労
働
者
に
不
利
に
な
ら

な
い
方
策
を
講
じ
て
、
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
適
切
な
対
策
を
立
て

る
必
要
が
あ
る
。
現
に
、
外
国
人
が
多
く
居
住
し
て
い
る
自
治
体

で
は
調
査
を
開
始
し
て
い
る
。
例
え
ぱ
、
新
宿
区
で
は
一
九
八
九

年
一
一
月
に
外
国
人
二
二
〇
〇
名
を
対
象
と
し
た
「
新
宿
区
の
国

際
化
に
向
け
た
世
論
調
査
」
を
行
な
い
、
外
国
人
の
生
活
実
態
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
〕

調
査
し
、
「
街
づ
く
り
」
の
基
礎
デ
ー
タ
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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現
在
考
え
ら
れ
る
最
良
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
一
九
九
〇
年
の
「
国

勢
調
査
」
で
あ
ろ
う
。
国
勢
調
査
が
不
法
就
労
の
外
国
人
労
働
者

を
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
な
ら
ば
、
政
府
が
行
っ

　
（
1
）
　
不
法
就
労
事
件
の
摘
発
件
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

資格外活動事犯およぴ賀楕外活動がらみ不法残留事犯の推移
~
 
~
]
~
~
 

1983~P 1984~P 1985~P 1986~~~r 1987~i 1988~p 

~
;
 

~C 2,339 
( 200) 

4,783 
( 350) 

5,629 
( 687) 

8,131 
(2,186) 

1 l, 307 

(4,289) 
14,314 
(8,929) 
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（出所）法務省入国管理局資料（1989年3月）

て
い
る
他
の
指
定
統
計
調
査
や
特
別
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
、
外
国

人
労
働
者
の
「
労
働
」
と
「
生
活
」
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
で

あ
る
。（

2
）
員
く
o
ユ
昌
豪
ξ
、
ω
o
o
邑
O
o
邑
ま
昌
二
0
H
“
＝
。
H
鼻
冒
豊
■

　
○
ユ
o
自
o
｛
司
o
昌
拭
目
峯
o
淳
胃
蜆
．
一
昌
、
．
弓
庁
o
H
■
富
『
自
寧
庄
o
目
巴
げ
ポ
“
｝
o
自

　
O
｛
』
串
勺
凹
目
－
目
O
o
日
口
妃
芭
H
芭
ご
く
o
巾
o
『
蜆
O
o
o
庄
く
o
．
。
1
H
す
＾
w
一
q
自
－
く
Φ
H
蜆
岸
｝

　
g
ω
げ
一
w
B
g
p
H
o
o
o
Φ
－

（
3
）
　
依
光
正
哲
「
外
国
人
労
働
者
と
地
域
社
会
の
役
割
」
『
月
刊
自

　
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
、
＜
0
F
3
“
一
九
八
九
年
八
月
。

（
4
）
　
経
済
企
画
庁
編
『
外
国
人
労
働
者
と
経
済
社
会
の
進
路
』
、
犬

　
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
八
九
年
。

（
5
）
　
こ
こ
で
筆
者
は
外
国
人
労
働
者
が
「
汚
い
、
き
つ
い
、
危
険
な
」

　
仕
事
に
就
い
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
念
の

　
た
め
記
し
て
お
く
。

（
6
）
　
箪
者
は
す
で
に
依
光
正
哲
「
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
問
題
の

　
一
視
点
」
、
『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』
、
一
九
八
八
年
八
月
号
に
お
い

　
て
、
こ
の
点
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
現
在
に
お
い
て
も
状
況
は
あ
ま

　
り
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

（
7
）
　
唐
津
一
著
『
生
産
大
国
ニ
ヅ
ポ
ン
の
挑
戦
』
、
実
業
之
日
本
社
、

　
一
九
八
八
年
。

（
8
）
経
済
企
画
庁
編
『
二
一
世
紀
へ
の
基
本
戦
略
』
、
東
洋
経
済
新

　
報
社
、
　
一
九
八
七
年
。
・

（
9
）
　
経
済
企
画
庁
編
『
世
界
と
と
も
に
生
き
る
目
本
－
経
済
運
営
五
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ヶ
年
計
画
1
』
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
八
八
年
。

（
1
0
）
　
宮
沢
健
一
著
『
業
際
化
と
情
報
化
』
、
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
。

（
1
1
）
　
飯
沼
光
夫
・
大
平
号
声
・
増
困
祐
司
共
著
『
情
報
経
済
論
』
、

　
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
。

（
1
2
）
　
C
I
M
研
究
グ
ル
ー
プ
著
『
生
産
革
命
1
C
I
M
構
築
の
ア
プ

　
ロ
ー
チ
』
、
工
業
調
査
会
、
一
九
八
八
年
。

（
1
3
）
　
宮
沢
健
一
著
『
業
際
化
と
憎
報
化
』
、
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
。

（
甘
）
　
通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
編
『
我
が
国
産
業
の
現
状
』
、

　
通
商
産
業
調
査
会
、
一
九
八
九
年
。

（
∬
）
　
清
成
忠
男
著
『
地
域
再
生
の
ピ
ジ
目
ン
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、

　
一
九
八
七
年
。

（
1
6
）
　
関
満
博
「
大
都
市
工
業
の
高
度
化
と
技
術
移
転
の
課
題
」
『
経

　
済
と
労
働
・
六
二
　
経
済
特
集
皿
（
東
京
都
労
働
経
済
部
）
』
、
一
九

　
八
八
年
三
月

（
〃
）
　
安
東
誠
一
著
『
地
方
の
経
済
挙
』
、
菓
洋
経
済
新
報
祉
、
一
九

　
八
六
年
。

（
1
8
）
　
目
本
計
画
行
政
学
会
編
『
都
市
工
業
の
立
地
環
境
整
備
計
画
』
、

　
学
陽
書
房
、
一
九
八
七
年
。

（
1
9
）
　
国
民
金
融
公
庫
調
査
部
編
『
現
代
下
請
企
業
論
』
、
中
小
企
業

　
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年
、
二
四
五
頁
。

（
2
0
）
　
群
馬
県
商
工
労
働
都
『
労
働
市
場
月
報
』
、
一
九
八
九
年
七
月

　
号
。
（
2
1
）
　
太
田
公
共
職
業
安
定
所
『
業
務
概
況
　
昭
和
六
三
年
度
』
。

（
2
2
）
　
『
朝
日
新
聞
』
、
一
九
八
九
年
一
一
月
一
七
日
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
犬
挙
教
授
）
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